
日時　令和8年6月12日（金）　午前10時00分

会場　諏訪市役所3階　302会議室

【 次　　　 第 】

１．開　　会

２．あいさつ

・ 市　　　長

・ 教　育　長

３．報告

（１）諏訪市立小中学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画策定について

４．議題

（１）リニューアル後の諏訪市文化センターのビジョンと運営方針の策定に向けて

（２）その他

５．閉　　会

令和8年度　諏訪市総合教育会議
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リニューアル後の諏訪市文化センターの

ビジョンと運営方針の策定に向けて

令和8年6月12日

生涯学習課



文化センター大規模改修工事の進捗について

1

令和7年08月 建築主体工事 契約締結

令和7年09月 建築主体工事 現場着手

緞帳保存活用委託業務 一部搬出作業

令和7年10月 備品等搬出作業

令和7年11月 第1回文化庁技術指導

令和8年03月 第2回文化庁技術指導

電気設備・機械設備工事 契約締結

令和8年04月 電気設備・機械設備工事 現場着手



2

大屋根部分解体 鉄骨搬入（クローラークレーン）



目次

3

１. 諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告

２. リニューアル後のビジョン・運営方針の策定に向けて

1-1. 運営検討委員会の概要

1-2. 運営検討委員会の主な内容

1-3. 運営検討委員会の総括



１．諏訪市文化センター運営検討委員会

の経過報告



1. 当館の特徴を活かしつつ、「文化芸術に親しみ、生涯にわたって自発的に学び
続け、個人やグループが学んだ成果を活かし、文化芸術を通じて仲間を広げ、
人と人がつながる」ための施設管理や運営を検討する。

2. 改修後、新たな賑わいの創出を図るための施設管理や運営を検討する。

目的

5

1-1．運営検討委員会の概要

メンバー

※任期は２年間（令和6年7月29日～令和8年7月28日）

名前 分野

二村悟 学識経験者

髙見俊樹 学識経験者

石城正志 文化芸術関係者

中島昌之 文化芸術関係者

宮嶋孝枝 文化芸術関係者

木村修子 園児または児童生徒の保護者

河西風花 市内高等学校の生徒

名前 分野

三澤 凜（～R8.3.31） 市内高等学校の生徒

高津 璃子（～R7.3.31） 市内高等学校の生徒

花岡 日珠（R7.4.1～R8.3.31） 市内高等学校の生徒

牛越 雅紀 教育関係者

金子 雄二 まちづくり関係者

石田 名保子 公募による市民

山田 佳子 公募による市民

宮坂 寿子 公募による市民

１．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告

（敬称略）
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ワークショップにより、思い描
く諏訪市文化センターの未来像
や事業展開などを具現化

アイデアを基にしたトライアル
イベントを実施し、新たな使い
方や賑わい創出について、より
現実的な視点から検証

専門家との意見交換や研修参加
により、具体的な検討に向けた
先進事例などの共有

ビジョンや運営方針など、リ
ニューアルに向けたより具体的
な項目の検討

抽象

具体

年度 回 日程 検討事項

1 R6.7.29 運営検討委員会の進め方および大規模改修の取組状況について

2 R6.8.30
ワークショップ①

「生まれ変わる文化センターでやりたいこと、楽しみたいことは？」

3 R6.10.22
ワークショップ②

「施設の将来像と事業展開を深掘りしよう！」

4 R6.12.17
ワークショップ③

「ホワイエで開催できるイベントを企画し、実践しよう！」

5 R7.3.24 トライアルイベントについて

6 R7.6.10 意見交換会「文化施設の活用と魅力発信について」

7 R7.11.10 賑わいスペースの使い方/利用規則および料金体系について

8 R8.2.5 運営方針および運営体制について

9 R8.3.24 リニューアル後のビジョン・運営方針等について

R

6

年

度

R

7

年

度

検討の流れ

1-1．運営検討委員会の概要 １．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告

全体経過
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ワークショップの開催

1-2．運営検討委員会の主な内容 １．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告

WS①「生まれ変わる文化センターでやりたいこと、楽しみたいことは？」

〇芝生やホワイエの活用

〇多世代の交流・イベント

〇施設の機能/新しい使い方

〇学生の利用

WS②「施設の将来像と事業展開を深掘りしよう！」

キ
ー
ワ
ー
ド

〇文化芸術/発表の場

〇多世代交流/憩いの場

〇防災の拠点

〇若者や学生が集まる場

将
来
像

WS③「ホワイエで開催できるイベントを企画し、実践しよう！ 」

〇コンセプト「若者（高校生）向けのミニコンサート」

トライアルイベント「アオハルminiコンサート in 文化センター」の開催

案

■二村先生のアドバイス

キーワードの視点を変えて将

来像を明確にし、誰に対して

どこで事業展開するかを深掘

りしてみては？

■二村先生のアドバイス

さらに具体化する上で、文化

財の活用という視点で重要と

なる「できることからやって

みる」を実践してみては？



■日程

令和７年３月２０日（木・祝）

■時間

１４：００～１６：００

■会場

諏訪市文化センター ホワイエ

■出演

○諏訪清陵高校：音楽部、室内コンチェルト部

○上諏訪中学校：吹奏楽部

○諏訪中学校：吹奏楽部

○諏訪西中学校：吹奏楽部（金管八重奏）

○諏訪南中学校：吹奏楽部、合唱部

■その他

キッチンカーの出店（クレープ、コーヒー） 8

トライアルイベント「アオハルminiコンサート in 文化センター」

1-2．運営検討委員会の主な内容 １．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告
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合計

340 人

出演団体数

7 団体
（高校1校、中学4校）

出演者数

110 人

観客数

230 人

トライアルイベントの検証結果

1-2．運営検討委員会の主な内容 １．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告

ホワイエの特性を活かした
イベントの開催

・ホワイエのキャパシティや音響
環境を生かした定期的なイベン
トの開催

多世代交流の場

・若者が発表できる場の提供
・子どもから高齢者まで多世代
が交流できる場の提供

気軽に立ち寄れる
空間づくり

・ソファやベンチ、WiFiの設置
など 快適性の向上

・芝生や図書館との連携

広報と飲食の充実

・SNS活用の強化
・キッチンカーなど飲食の充実

ホワイエを活用した賑わい創出のポイント
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意

見

意

見

専門家との意見交換

1-2．運営検討委員会の主な内容 １．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告

1978年長野県生まれ。舞台芸術の創作現場と、文化行政・支援の仕事に並行して携わる。
大学から演劇活動を始め、長野県内の公共ホール勤務、東京の小劇場での活動、アーツカ
ウンシル東京アーツアカデミー調査員、沖縄アーツカウンシルプログラムオフィサー、長
野県県民文化部文化政策課文化振興コーディネーターなどを経て、2022年4月より現職。

■信州アーツカウンシルゼネラルコーディネーター 野村政之氏
のむら まさし

• 地域の人達の主体性と連携しながら、公共文化施設の価値を市民と共有していくのがよい。

• 諏訪市文化センターは、ユニークな建築と庭が近いという空間的な個性がある。

• まちづくりの視点や周辺エリアとの連携を考えると、文化芸術に馴染みがある人だけでなく、色々
な人が庭やホワイエを往来しながら新しい出会いを見つける場所になるのがよい。

• サードスペースとして落ち着ける場所になれば文化的な出会いに繋がるのかもしれない。

研
修
（
相
談
会
）

意
見
交
換
会

• 館の方向性に地域ニーズを反映させることがさらに重要視されてきている。

• 文化芸術分野だけでなく、様々な分野（福祉、子育て、防災など）に対応できる人材や体制が必要。

• 市民と一緒に何かを創る場所にすれば自然と人が集まる。
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■ビジョン/運営方針

意

見

• 観光業界と一緒にプロモーションするなど、情報発信を強化してほしい。

• 専門スタッフをただ配置するだけでなく、市民団体などが関わる中でスタッフが育っていく仕組みが
重要である。

• 文化的価値を知ってもらうことに加え、いかに市民に愛され、未来へ繋いでいくべき施設だというこ
とを感じてもらうかが重要である。

• 広域避難所としての防災の備えが必要である。

■運営体制

意

見

• ホールの貸館事業には、専門スタッフも関わるべき。

• 文化センターの中にイベントの企画や運営を行うボランティアの学生団体を入れてみてはどうか。

• 市民が思いを形にする仕組みや専門性を持った人がサポートしてくれるなどの体制が大切。

• 将来的に市民が照明や音響をできる体制など、育成という視点はとても素晴らしいことだと思う。

• 専門スタッフは安全性の確保など責任を伴うので、組織として委託なのか常駐なのかなど、きちんと
決めていく必要があると思う。

委員からの主な意見（一部抜粋）

1-2．運営検討委員会の主な内容 １．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告
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運営検討委員会の総括

• 委員会の中で計3回のワークショップを実施し、文化センターの将来像や具体的
な事業展開など、活発な意見交換をしていただいた。

• ワークショップで提案いただいたアイデアをもとに、トライアルイベントをホワ
イエで開催し、リニューアル後の文化センターを活用する上での検証を行った。

• 信州アーツカウンシルのゼネラルコーディネーターである野村氏との意見交換を

実施したほか、事務局で各種フォーラムに参加し、先進事例の共有を図った。

• リニューアル後の活用を検討する上で重要となる賑わいスペースの使い方や、利

用規則/料金体系、運営方針/体制について、様々な視点からご意見をいただいた。

• リニューアル後の管理運営の基礎となるビジョンおよび運営方針等について、ご

意見をいただきながら素案を作成した。

1-3．運営検討委員会の総括 １．諏訪市文化センター運営検討委員会の経過報告

令
和
6

年
度

令
和
7

年
度

計9回の委員会を開催し、リニューアル後の活用等に関する多くのご意見をいただいた。



２．リニューアル後のビジョン・運営方針の

策定に向けて



ビジョン

２．リニューアル後のビジョン・運営方針の策定に向けて

基本理念を実現するためのアプローチ
（方針・具体的な取組）

事業を展開する中で活かしたい諏訪市文化センターの特徴
１．伝統芸能に適した舞台構造、寄席をイメージさせる客席配置、聴講などに適したホール
２．会議や講座のほか、即売会や展示会、音楽など多様な用途で使用可能な集会室・リハーサル室など
３．広い芝生を正面に有するユニークな空間と、上諏訪駅から市街地へのハブとなる立地
４．市街地の中で、広い敷地を活用した大型駐車場の完備
５．諏訪の産業史を物語る文化遺産（吉田五十八による建築作品であり、国登録有形文化財）

特
徴
や
機
能
を
活
か
し

住
民
参
加
に
よ
り

耐震化を図り、防災拠点としての機能向上による安心・安全な施設

文化センターを利用した文化活動を鑑賞する。

文化センターを利用した文化活動に自ら加わり、
表現活動に参加する。

（賑わいの場の活用、近隣施設との連携など）

文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
と
し
て
駅
周
辺
の
魅
力
向
上

ソ
フ
ト
面

ハ
ー
ド
面

基本理念：「親しみ」「活かし」「つながる」文化芸術活動の拠点
文化芸術に親しみ、生涯にわたって自発的に学び続け、個人やグループが学んだ成果を活かし、

文化芸術を通じて仲間を広げ、人と人がつながる施設運営を目指し、文化芸術活動の拠点として駅周辺の魅力向上に寄与します。

14

○具体的な取組例
・古典芸能公演、文化芸術発表会、上映会
・文化芸術に関する講演会や研修会
・ホワイエや芝生を活用した公演 など

○具体的な取組例
・芸能祭、文化祭
・市民参加型のイベント提案
・学生ボランティアやサポートメンバー育成
・能楽/和楽器体験、古典芸能講座 など

○具体的な取組例
・多世代交流の創作イベント
・学生主催イベント（ファッションショー、
学生フェスなど）

・ステージで聴くベーゼンドルファー
・中庭を活用した市民と利用者協働の空間
づくり

・専門スタッフ配置 など

自ら文化センターを利用した文化活動を
企画（創造）し、実施する。

「鑑賞」

(親しみ)

「参加」

(活かし)

「創造」

(つながる)

多世代交流 （情報発信や情報提供、営業活動の強化など）広報宣伝



運営方針

諏訪市文化センターの基本理念を実現するために、運営方針について以下の5つの項目に整理した。

④文化財としての歴史的価値を体感できる環境づくり

諏訪市の誇る文化財としての価値を含めた魅力発信を強化し、全ての人がその価値を体感できる環境を整えることで

シビックプライドの醸成につなげます。

⑤防災拠点として安心・安全に活用できる施設づくり

広域避難所としての各種機能および物資を整備し、安心・安全で活用できる施設をめざします。 15

２．リニューアル後のビジョン・運営方針の策定に向けて

「鑑賞」

(親しみ)

「参加」

(活かし)

「創造」

(つながる)

「創造」

(つながる)

①伝統芸能など優れた文化芸術に親しむことができる拠点づくり

諏訪市文化センターの特徴を活かし、伝統芸能など多様かつ質の高い舞台芸術の鑑
賞機会を提供することで、市民が文化芸術に親しむことができる拠点をめざします。

②市民の活動を活かしながら文化芸術活動を創造できる体制づくり

文化芸術活動に取り組む市民をサポートし、参加を促す仕組みや体制を整えながら、
文化芸術活動を創造・提供できる専門スタッフの配置や育成に取り組みます。

③誰でも気軽に立ち寄れ、人と人がつながる居場所づくり

いつでも気軽に集うことができ、子どもや学生、子育て世代、お年寄りなど全ての
世代の交流が生まれるような居場所をつくります。

ビ
ジ
ョ
ン
と
の
リ
ン
ク



利用イメージ（1F）
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ホール

伝統芸能、音楽、
講演会、演劇、
式典・大会など

防災倉庫

有事に備えた防災
物品などの保管

リハーサル室

ホール利用者のリハー
サル、ダンス、合唱、
小規模の吹奏楽など

中庭

日常的に落ち着ける賑わいスペース

授乳室、幼児用WC、
親子観劇室

子育て世代に使いやすい設備

イメージ図

イメージ図

イメージ図

運営方針①・④

運営方針⑤

運営方針③運営方針①

【委員の声】

利用者や市民と一緒に何かを創り上
げる空間

運営方針③

１F

玄関ホール

中庭

事務室

第1集会室

防災

倉庫

リハー

サル室

ホワイエ

ホール

楽屋

楽屋

控室

【委員の声】

・能楽体験や古典芸能など、文化芸術/
発表の場

・伝統建築とのコラボレーションなど、
文化的価値を活用できる場

２．リニューアル後のビジョン・運営方針の策定に向けて

ホワイエ

日常的に落ち着
ける空間、小規
模イベント、展
示会など

イメージ図

運営方針①・③・④

【委員の声】

・コンサートやファッションショー、展示
など、定期的な小規模イベントの開催

・芝生や中庭とつながりを持たせて、気軽
に立ち寄れる空間づくり



利用イメージ（2F/芝生）
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シャワー室

歌舞伎など伝統芸能の演者
やリハーサル室利用者など

会議、小規模な講演会など

第2集会室

※可動壁により最大3部屋に分割可能

第5集会室、第6集会室

会議、学習スペースなど

ユーティリティ
スペース

利用者の休憩スペースや備品保
管など、様々な用途に対応可能

楽屋

第3集会室

第4集会室

防音仕様で、会議だけでな
く音楽などの利用も可能

楽屋として利用
がない場合は、
学習スペースや
ワークスペース
として開放

会議、講演会、展示会など

出演者の楽
屋や控え室
など

イメージ図

フリースペース

２F

運営方針①
運営方針①

運営方針① 運営方針③

運営方針④

２．リニューアル後のビジョン・運営方針の策定に向けて

【委員の声】

・休館日の設定や空席状況の公開など、学生が
勉強できる場所としての環境づくり

運営方針③

芝生エリア

日常的に落ち着け
る賑わいスペース、
野外イベント、近
隣施設との連携イ
ベントなど イメージ図

運営方針③

【委員の声】

・ホワイエと連動したイベントの開催

・自由に飲食ができる落ち着ける居場所

第3集会室

第2集会室

第5集会室

第6集会室

第4集会室

楽屋

フリースペース



基本理念を実現するため、地域との連携を強化し、館とと
もに市民が事業の企画や施設の運営などに参加できる体
制・環境づくりを目指す。

運営体制
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■運営体制のイメージ

基本理念に基づく文化芸術の振興及び賑わいの創出に資する事業を展開するため、幅広い視野で管理
運営の体制を検討する。

２．リニューアル後のビジョン・運営方針の策定に向けて

運営方針②

基本理念を実現するため、施設の顔となる
「統括」をはじめ、専門的知識を持つ「舞
台技術」を含めた各役割を置くことで、運
営体制の強化を図る。

地域

市民、市民団体、関係団体

連携


